
 

  令和７年２月２５日 

 

令和７年度 学校運営協議会実施報告書 

協議会名 大田区立矢口小学校学校運営協議会 

日時 令和８年２月２４日（火）18：00～20：00 

場所 大田区立矢口小学校  

出
席
者 

委員 木下 邦太朗 藏方 英明 角田 政春 藏方 庸光 塩澤 一好 藏方 玲子 

白井 雅世 森田 雄介 新倉 節子 小林 和明 田邉 勝博 飛田 真紀子 

関 眞理子  

委員 

以外 
菊地 光平 

議題 

〇矢口小学校学校関係者評価報告について 

〇教職員 OJTの取組について 

〇矢口小学校 教科「おおたの未来づくり」の取組実践について 

〇教育課程届の承認について 

〇来年度の学校運営協議委員会開催日程 

協議内容 

要旨 

協

議

結

果 

◎会長挨拶（会長 木下 邦太朗 様） 

・本日の議題は内容が多い。来年度の教育課程届の承認が重要課題である。検

討を大切にしたい。 

◎学校関係者報告について（菊地） 

・すべての個別課題に対し、おおむねよい評価をいただいている。一方で、個

別目標③の３体育・保健の項目においては、低い評価がある。家庭からの協

力を得て、生活リズムを身に付け、体力の向上を図っていくこと及び暑さ対

策等を講じる必要があることが課題である。 

◎校内 OJTの取組について（菊地） 

・校内研究及び研修の取組において、教員同士が課題や悩みを共有しながら授

業改善を進めており、OJT を通して若手教員の育成を図っている。児童の主

体的な学びを促す授業づくりや、信頼関係を基盤とした学級経営を推進して

いる。また、ICTの活用や体力向上、安全・安心な学校環境づくりなど、今後

重点的に取り組む必要がある。 

◎矢口小学校 教科「おおたの未来づくり」の実践取組について（校長 関） 

・CS 矢口から未来づくり教育へ。「未来を自分から創り出す」という思いを身

に付けるようにする。「地域のために何かしたい。」「将来の夢や目標をもって

いる。」と言える児童を増やしていく。１～４学年では、未来づくりの素地と

して、「やってみたい」と思う仕掛けづくりが重要である。５学年は米作り。

６学年は地域創生。地域や保護者の協力による活動が創造・探究活動の充実

につながっていることに感謝している。 



 

意

見

概

要 

◎教育課程届について（校長 関） 

・次期学習指導要領改訂を踏まえ、文部科学省から出されたポイント資料を参

考にしながら、次年度への教育活動への取組を考えている。評価の在り方も

含めてまとめてあるため、詳細は参照していただき、教育課程の承認をお願

いしたい。質疑等は、後日、お知らせいただきたい。 

・学校で用意された資料や協議を通して、令和 8年度の教育課程は承認された。 

◎来年度の学校運営協議委員会開催日程について 

・木下委員長と学校とで日程を調整し、提案させていただく。改めて、開催日

程の連絡や資料の提供をしていくうえで、メールの登録をしていただく。２

月末までに校長・副校長宛メールアドレスへ連絡をお願いする。 

◎委員からの主な発言・意見 

・地域と学校が協働して児童を育てていくことが重要である。 

・学校の取組を地域へ積極的に発信していく必要がある。 

・児童の安全確保や見守り活動の継続が重要である。 

・地域行事への参加状況や生活習慣の変化について課題がある。 

・児童が主体となって地域活動に関わる機会を充実させることに期待する。 

◎協議のまとめ 

・本協議会を通して、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たしながら、児

童の健やかな成長を支える体制をさらに充実させていく必要性が共有され

た。今後も四者（児童、学校、家庭、地域）が連携し、継続的な学校づくり

を推進していくことを確認した。 

協議資料 

・令和７年度大田区立矢口小学校学校評価 

・学校の取組や地域行事への参加、商店街との取組等について 

・校内 OJTの取組について、令和８年度年間行事予定 

・学校運営協議会交流会実施について 

・広報誌「小さな親切」冬号 

備考 
傍聴者： ０名（内訳： ０名） 

 


